
第８期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価シート（令和５年度実績）

区分 現状と課題 第８期における具体的な取組 目標（事業内容、指標等） 実施内容 自己評価 課題と対応策

①自立支援・
介護予防・重
度化防止

　高齢化が進展し、軽度の支援を必要とする高齢者
や、介護が必要となる恐れのある高齢者が増加する
一方、現役世代人口が減少し、サービスの担い手が
不足することから、多様なニーズに応じた適切で多
様な主体によるサービスの提供や、介護予防に資す
る高齢者の生きがいづくりや社会参加を促進する支
援が必要となっている。

介護予防把握事業（高齢者実
態調査事業）を実施し、介護
予防等を必要とする高齢者を
把握し、必要な支援につなげ
る

介護予防把握事業（高齢者実態調査事業）を実
施し、介護予防等を必要とする高齢者を把握し、
必要な支援につなげる

（指標）
70歳以上の高齢者（要介護認定等を受けていな
い方）を対象とした戸別訪問による、生活状況や
健康状態等の調査の実施数（年間4,200件）

・調査目標達成に向けた各地域包括
支援センター調査員打合せ会議と事
業説明会（各1回）を実施
・調査実施数：4,735件(R6.3月末)

◎

市の指導等により調査員の調査率が向上し、調査実施件数
は目標を上回った。今後も市と地域包括支援センターの密
な連携のもと調査件数を維持するとともに、細かな指導を継
続し、各センター専門職を通し、基本チェックリスト該当者を
適切に介護予防活動につなぐ。

①自立支援・
介護予防・重
度化防止

同上

元気な高齢者を対象とした、
介護予防継続教室（月２回、１
回２時間程度、指導ボランティ
アによるストレッチ、筋トレ、脳
トレ等の「わかがえりレッス
ン」）の維持、拡充

元気な高齢者を対象とした、介護予防継続教室
（月２回、１回２時間程度、指導ボランティアによ
るストレッチ、筋トレ、脳トレ等の「わかがえりレッ
スン」）の維持、拡充

（指標）
・介護予防サポーター養成講座の開催数
（R3.3月末:１回）
・介護予防継続教室の教室開催数、参加者数
（Ｒ3.3月末:23教室開催、参加者実510人）

・市と各地域包括支援センターの協
働による、介護予防継続教室の運営
やボランティア支援及びボランティア
養成（介護予防サポーター養成講座
（１コース7回））の実施
・教室数：23会場(R6.3月末)
・参加者数:452人(R6.3月末)
・介護予防サポーター養成講座の開
催数2回 （R6.3月末)

◎

・介護予防継続教室の参加者は、R2～R3においてはコロナ
禍による感染不安から減少しているが、R4、R5においては、
微増加傾向であり、まだ、コロナ禍以前の参加人数には達
していない状況。今後は、地域包括支援センタ－と連携しな
がら参加者の増加に向け周知等に努めていく。
・今後も引き続き指導ボランティアのさらなる増加に向けた
対策が必要であり、次年度以降、ボランティア養成講座の開
催時期や周知方法の工夫等、効果的な開催方法を検討し
ていく。

①自立支援・
介護予防・重
度化防止

同上

総合事業における、住民等主
体の通所サービス（おたっしゃ
サービス）の実施箇所数の増
及び全小学校区（２６校区）開
催に向けての拡大

総合事業における、住民等主体の通所サービス
（おたっしゃサービス）の実施箇所数の増及び全
小学校区（２６校区）開催に向けての拡大

（指標）
おたっしゃサービスの実施箇所数
(R3.3月末:18校区、28箇所)

・実施団体の連絡会開催と事業説明
会（各1回）、市民・関係団体への周知
の実施
・実施箇所数：20校区26箇所(R6.3月
末)

◎

R4とR5を比較すると、、実施団体・実施箇所は、若干低下し
ているが、新型コロナウイルス感染症の影響をうけ、再開で
きていない実施団体もある状況。今後は、事業の周知や関
係団体との連携・協議を進め、実施団体・実施箇所の増加
を図る。

②給付適正化

◯　総人口に対する、高齢者人口・認定者数が増加している中、
介護保険制度への信頼を高め、将来にわたって安定的に運営し
ていくためには、真に必要な給付を適切に提供するための適正
化事業を進めていくことが重要である
◯　釧路市では、国及び北海道が示す「介護保険給付適正化計
画」に基づき、「介護給付適正化計画」を策定し、主要５事業のう
ち、「要介護認定の適正化」や「ケアプラン点検」、「住宅改修等の
点検」、「医療情報との突合・縦覧点検」について実施目標を設定
し、北海道国保連合会（国保連）等との連携を図りながら取組み
を進める。

◯要介護認定の適正化 ・要介護認定の適正化
　　⇒　認定調査の結果について、保険者による
点検を全件実施（第８期計画期間各年度）

・介護認定の適正化
　⇒　6,571件（変更申請　1,911件、更
新申請　4,660件）

◎

認定調査に必須となる定義が正しく理解されていない調査
員が多い。ｅラーニングの調査員向け講座を活用し調査員と
して必要な知識を学習してもらうため、引き続き文書等でｅ
ラーニングの周知を図る。

②給付適正化 同上

◯ケアプラン点検 ・ケアプラン点検（研修会含）
　　⇒　20件実施（第８期計画期間各年度）

・ケアプラン点検
 　⇒　20件、研修会実施

◎

ケアプラン点検は点検を対面、研修会をコロナが５類へ移
行したことを機に、３年ぶりに動画配信から集合形式へ変更
し実施した。
・点検については、点検員が問題や課題を書き出し、介護
支援専門員と情報共有しながら点検を行うことで、より内容
の濃いものとなっていた。点検後のプランの確認が出来な
いため、次年度の点検時に確認するなどして対応していく。
・研修会については、グループワークなど実践を交えた内容
が好評であったため、今後も状況により事例検討やグルー
プワークなど、より実践的な研修内容を検討していく。

②給付適正化 同上

◯住宅改修等の点検 ・住宅改修等の点検
　　⇒　住宅改修現地調査、福祉用具購入・貸与
調査　各10件実施（第８期計画期間各年度）

・住宅改修等点検、福祉用具購入・貸
与調査　⇒　住宅改修点検　12件、福
祉用具購入調査　12件　、福祉用具
貸与調査12件実施 ◎

・住宅改修点検、福祉用具購入調査については、前期が他
業務の繁忙期と重なり、後期に点検や調査が集中したた
め、今後は前期にも実施できるよう、他業務と調整しながら
計画的に実施する。
・福祉用具貸与調査についても、同様に計画的に実施す
る。

②給付適正化 同上

◯医療情報との突合・縦覧点
検

・医療情報との突合
　　⇒　国保加入者分は国保連への業務委託、
後期高齢者医療保険加入者分は、国保連から
の突合情報を基に毎月点検を実施（第８期計画
期間各年度）
・縦覧点検
　　⇒　国保連への業務委託および保険者によ
り実施（第８期計画期間各年度）

・医療情報との突合・縦覧点検
 　⇒　7,294件（突合　2,585件、縦覧
4,709件）

◎

・医療情報との突合・縦覧点検については、一定の効果が
見られており、引き続き国保連等と連携し取組む。

第８期介護保険事業計画に記載の内容 Ｒ５年度（年度末実績）

自己評価欄
・数値目標があるもの⇒達成率が「80％以上：◎」「60～79％：○」「30～59％：△」「29％以下：×」
・達成率が出しにくい場合、数値目標を設定していない場合は⇒「達成できた：◎」「概ね達成できた：○」「達成はやや不十分：△」「全く達成できなかった：×」


